
平成２０年度の健全化判断比率及び資金不足比率の公表

��������	
����������������������� ���������	

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
が
原
因
で
地
球
温
暖
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
方
が
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
地
球
は
風
邪
の
ひ
き
始
め
と
同
じ
で
、
治

療
（
エ
コ
活
動
の
強
化
）
を
す
れ
ば
治
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
よ
り
一
層
市
民
の
み
な
さ
ま
と
協

働
で
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
た
め
に
、
今
年
か
ら
「
エ

コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る

た
め
に
は
、
ご
み
減
量
の
ほ
か
、

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
抑
制
や
節

電
・
節
水
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
以
外
に
も
様
々
な
場
面
に
お

い
て
、
み
な
さ
ま
の
エ
コ
活
動

の
強
化
が
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
の

鍵
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

で
は
市
民
と
協
働
で
温
暖
化
防

止
に
取
り
組
む
た
め
に
エ
コ
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
を　

名
任
命

１３

し
ま
し
た
。
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
ー

タ
ー
は
、
市
民
や
事
業
者
に
地

球
温
暖
化
の
現
状
や
対
策
の
情

報
提
供
、
エ
コ
活
動
の
啓
発
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
活
動
を
行
う
対

象
や
内
容
別
に
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

夏
休
み
に
３
回
、
市
内
の
親

子
を
対
象
に
温
暖
化
防
止
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。
日
頃
使
っ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
さ
を

体
感
し
た
り
、
手
回
し
発
電
機

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

と
は

を
使
っ
て
電
気
を
作
っ
た
り
、

体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り

入
れ
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
有
料
化
の
ス
タ
ー
ト

当
日
、
市
内
店
舗
内
で
マ
イ

バ
ッ
グ
を
掲
示
し
て
、
選
び
方

の
コ
ツ
や
活
用
術
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

金
城
さ
ん
は
、「
バ
ッ
グ
の
ポ

ケ
ッ
ト
に
、
以
前
に
も
ら
っ
た

レ
ジ
袋
を
予
備
に
二
・
三
枚
入

れ
て
お
け
ば
、
買
い
す
ぎ
て
も

大
丈
夫
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
ウ
ィ
ー
ク
＆
カ
ー
フ

リ
ー
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
自

動
車
・
バ
ス
・
飛
行
機
・
モ
ノ

レ
ー
ル
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭

素
量
の
グ
ラ
フ
を
掲
示
し
た
り
、

そ
れ
ら
交
通
手
段
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
重
さ
で
実
感
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
内
の
交
通
量
は
非
常

に
多
く
、
排
気
ガ
ス
は
温
暖
化

に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
公

共
交
通
の
利
用
や
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

企
業
で
で
き
る
省
エ
ネ
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
、
市
内
の
事

業
所
を
対
象
に
活
動
を
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
「
身
の
回
り
の
小
さ
な
こ
と

か
ら
無
理
な
く
、
楽
し
く
で
き

る
エ
コ
を
一
人
で
も
多
く
の
人

に
紹
介
し
て
い
き
た
い
」
と
語

る
諸
見
み
ど
り
さ
ん
に
、
実
践

し
て
い
る
エ
コ
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
①
レ
ジ

袋
を
た
た
ん
で
お
財
布
に
入
れ

て
持
ち
歩
い
て
い
る
。
急
な
買

い
物
の
時
も
困
り
ま
せ
ん
。
②

冬
の
間
、
室
温　

度
以
下
の
時

２０

は
、
室
温
を
下
げ
な
い
為
に
窓

ガ
ラ
ス
に
プ
チ
プ
チ
や
ビ
ニ
ー

ル
を
張
っ
た
り
、
カ
ー
テ
ン
を

２
重
に
す
る
。
③
牛
乳
パ
ッ
ク

の
す
す
ぎ
水
や
、
米
の
と
ぎ
汁

を
植
木
に
与
え
る
こ
と
で
、
川

や
海
を
汚
さ
な
い
工
夫
を
し
て

い
る
。
④
歩
い
た
り
、
自
転
車

を
使
っ
た
り
、
車
の
相
乗
り
を

頼
ん
だ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無

駄
使
い
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
も
環
境
の
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

家
庭
や
事
業
所
で
出
来
る
地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
エ

コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
出
張

で
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
も
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

温
暖
化
防
止
啓
発
の
活
動
や
、

勉
強
し
た
い
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
の
た
め
に
、

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
室
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環
境
教
育
グ
ル
ー
プ

市
民
環
境
グ
ル
ー
プ

交
通
グ
ル
ー
プ

事
業
者
環
境
グ
ル
ー
プ

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集

那覇市の企業立地シリーズ①

�
沖
縄
の
人
の
印
象
は
？

　

ま
じ
め
で
、
向
上
心
が
あ
っ
て
、
人
な

つ
っ
こ
い
と
い
う
印
象
で
す
。
あ
と
、
自
分

か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
が
ら
な
い
方
が
多

い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

�
仕
事
の
面
で
は
？
（
沖
縄
の
人
の
印
象
）

　

う
ち
の
社
員
で
い
い
ま
す
と
、
勉
強
を
も

の
す
ご
く
一
生
懸
命
や
り
ま
す
。
あ
と
、
お

客
様
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
の
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
て
く
れ
ま
す
。
沖
縄
店
は
お

礼
の
電
話
が
一
番
多
い
で
す
。

�
沖
縄
の
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

沖
縄
の
県
民
性
は
も
と
も
と
海
洋
民
族
で
、

海
外
に
出
て
行
く
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
く
と
い
う
気
風
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す

ね
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
っ
て
も

ら
い
た
い
と
期
待
し
ま
す
。

�
沖
縄
進
出
の
き
っ
か
け
は
？

　

沖
縄
県
が
全
国
に
先
駆
け
、
積
極
的
に
企

業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
や
、
Ｉ
Ｂ

Ｍ
グ
ル
ー
プ
が
沖
縄
の
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と

信
頼
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、県
外
か
ら
市
内
に
進

出
し
て
き
た
企
業
の
社
長
や
、社
員
か
ら
見
た
、

沖
縄
の
人
材
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
、日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社　
代
表
取
締
役
社
長　 
立  
花  
忠 

た
ち 
ば
な 
た
だ

 
恒 
氏
を
取
材
し
ま
し
た
。

あ
き

沖縄の人材について語る立花氏

　地方公共団体の財政の健全化に資することを目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」の一部が、平成20年４月１日から施行されました。これにより地方公共団体は、毎年度、
健全化判断比率（実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）及び資金
不足比率を監査委員の審査に付した上で、議会に報告し、公表することとなりましたので、本市
の平成19年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を次のとおり公表します。

【本市の概要】
○「健全化判断比率」は、いずれの指標も早期健全化基準を下回っています。
�実質赤字比率△２．７６％、連結実質赤字比率△１６．２３％で、いずれも黒字です。（「－」で表示）
※資金不足比率が経営健全化基準以上である場合、経営健全化計画を定めなければならない。
○水道事業会計、下水道事業会計及び病院事業会計の公営企業を対象とする「資金不足比率」は、
資金不足が生じておらず、経営健全化基準を下回っています。（「－」で表示）
※健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上である場合、財政健全化計画を定めなければならない。

財政再生基準（※７）早期健全化基準（※６）本市比率名称

２０．００％１１．２５％－実質赤字比率（※１）

４０．００％１６．２５％－連結実質赤字比率（※２）

　３５．０％　２５．０％　１４．９％実質公債費比率（※３）

３５０．０％１７６．０％将来負担比率（※４）

１　健全化判断比率

※１： 実 質 赤 字 比 率 ：一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
※２： 連結実質赤字比率 ：全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
※３： 実質公債費比率 ：一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
※４： 将 来 負 担 比 率 ：一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
※５： 資 金 不 足 比 率 ：公営企業ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率
※６： 早期健全化基準 ：「自主的な改善努力による財政健全化」を行う基準
※７： 財 政 再 生 基 準 ：「国等の関与による確実な再生」を行う基準
※８： 経営健全化基準 ：公営企業会計において、早期健全化基準に相当する基準
◎詳しくは、那覇市ホームページをご参照下さい。

経営健全化基準（※８）本市会計区分比率名称

２０．０％

－水道事業会計

資金不足比率（※５） －下水道事業会計

－病院事業会計

２　資金不足比率

リビングの写真を見て、エネ
ルギーの無駄使いを発見

５７km走行した自動車のCO２
排出量（１０．７kg）を体感

親子講座でパネルを使って
説明する諸見みどりさん
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市民会館


